回転体・正多面体
【１】正多面体について次の問いに答えなさい。
	
	面の数
	面の形
	辺の数
	頂点の数
	1つの頂点に

集まる面の数

	正四面体
	
	
	
	
	

	正六面体
	
	
	
	
	

	正八面体
	
	
	
	
	

	正十二面体
	
	
	
	
	

	正二十面体
	
	
	
	
	


(1)正十二面体の辺の数を計算する式を作りなさい。
(2)正十二面体の頂点の数を計算する式を作りなさい。

(3)上の表の空欄をうめなさい。

【２】下のそれぞれの図形を直線ℓを中心にして回転させた。

　　このときできた図形の見取り図を描き、体積と表面積を計算しなさい。
(1)

(2)


(3)


(4)


【１】正多面体について次の問いに答えなさい。

	
	面の数
	面の形
	辺の数
	頂点の数
	1つの頂点に

集まる面の数

	正四面体
	4
	正三角形
	6
	4
	3

	正六面体
	6
	正方形
	12
	8
	3

	正八面体
	8
	正三角形
	12
	6
	4

	正十二面体
	12
	正五角形
	30
	20
	3

	正二十面体
	20
	正三角形
	30
	12
	5


(1)　12×5＝60
60÷2＝30本
[式だけでOK]

2枚の面の辺がくっついて正十二面体の辺になる　→　÷2をする
(2)　12×5＝60
60÷3＝20個

3枚の面の頂点が合わさって正十二面体の頂点になる　→　÷3をする
【２】

(1)円柱ができる。

　　体積＝底面積×高さ＝4π×5＝20π

　　表面積＝底面積×2＋側面積＝4π×2枚＋4π×5＝8π＋20π＝28π

(2)円錐ができる。

　　体積＝底面積×高さ÷3＝9π×4÷3＝12π

　　表面積＝底面積＋側面積＝9π＋15π＝24π

(3)トイレットペーパーの形ができる。

　　体積＝大きい円柱－小さい円柱＝96π－24π＝72π

　　表面積＝底面×2＋外側＋内側＝(16π－4π)×2＋8π×6＋4π×6

　　　　　　＝24π＋48π＋24π＝96π

(4)

　　体積
＝上の円錐＋下の円柱


＝16π×3÷3＋16π×6


＝16π＋96π


＝112π

　　表面積＝円錐の側面＋円柱の側面＋底面


＝20π＋48π＋16π＝84π
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